
  

 

 大型提示装置 ・ 配付機能 ・ 共同閲覧機能 

 小学校 第３学年 社会 

「店ではたらく人」 

 

（１）ねらい B店で多くの種類の豆腐を販売している理由を考えることを通して、多くの人に買ってもらいたいと

いう店の人の願いに気付き、お店で働く人は、おいしさや安さなどを求める消費者の願いを踏まえて販

売の工夫をしていることを理解することができる。 

（２）評価規準  お店で働く人は、おいしさや安さを求める消費者の多様な願いを踏まえた販売の工夫をしていること

を理解している。（知識・技能） 

（３）学習展開 （10／15） 

過程 学習活動 教師の指導・援助（留意点） 
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１ Ｂ店の豆腐売り場の写真から、課題を設定する。 
  
 
 
２ 予想を立て見通しをもつ。 
・たくさん食べたい人もいるから、安くて大きいものがあると思う。 
・一度にたくさん食べられない人もいるから小さいものもあると思
う。 

 
３ 資料を基に、自分の考えをまとめ全体交流をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 秋から冬に商品を少しずつ入れ替えていることを知り、なぜ入れ 

替えているのかを考え、交流する。（深めの発問） 
・「冷六」がなくなっている。・鍋用の豆腐や焼き豆腐が増えている。 
・冬は、鍋を食べる人が増えるから増やしている。 

お客さんに喜んでもらうために商品を入れ替えている。 
 
５ 店長さんの話を提示する。 
 
６ 課題に対してまとめる。 
 
 
 
 

・重さの感覚が分かるように、２、３種
類の豆腐を準備する。 

 
 
 
 
 
 
 
・第２時の買い物調べの「買い物をする
ときに気をつけていること」を参考に
するよう働きかける。 

・個人追究の視点を明確にする。 
・自分が考えたことを視点ごとに色を
変え、立場を明らかにして交流できる
ようにする。（考えの可視化） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・２つ以上の事実を関連付けて理由が
書けるように視点を明確にする。 

 
 
 
 
・夏の売り場の様子と秋の売り場の様
子を比較できるようにする。 

・再度、消費者の願いを踏まえて販売し
ていることを理解できるようにする。 

（深めの発問） 

 

【検証：期待される学習効果】 
・スクリーンに売り場の映像を映し出すことで、見学時の売り場の様子を想起することができる。また、画面を拡大
することで、着目させたい画面に注目させることができる。 

・一人一人の進度に合わせて学習を進めることができる。また、デジタル上で資料を配付することで、写真と関連付け
て思考ノートを作成でき、自分の考えをまとめることができる。 

・共同閲覧機能を使用することで、仲間の意見を参考に思考を深めたり、確かなものにしたりすることができる。 
 

協働学習 

支援ツール 

【小・社会】 

 

【ＩＣＴ活用の工夫】 
・豆腐売り場の写真を 
提示し、課題につ 
なげる。 

Ｂ店で３０種類の豆腐を売っているのはなぜだろう。 

消費者 
大きさ・量 

・小さくて３個のも

のや大きくて１つ

のものもある。 

→僕の家族は３人だ

から、３パックが

使いやすい。 

ちょうどよい 

値段 

・４８円から２１８

円のものもある。 

→大家族だから、安

い豆腐がよい。 

安い 

固さ 

・麻婆豆腐用や「しっ

かり固い」豆腐、や

わらかい豆腐もあ

る。 

→崩れない麻婆豆腐だ

とうれしい。 

固さを選べる 

いろいろなお客さんに、自分に合った買い物をして満足してもらう。 

四大白物（牛乳・豆腐・

食パン・卵）を買っていく

お客さんが多い。→多くの

人に来てもらい、買ってほ

しい。 

「他店にはないものがあ

ってうれしい」と言うお客

さんがいた。→多くの人に

来てもらい、自分に合った

ものを買ってほしい。 

お店 

 Ｂ店で、３０種類の豆腐を売っているのは、一人暮らしの人や大
家族の人、子どもやお年寄りなど様々なお客さんに自分に合った買
い物をして、喜んでもらいたいからだと分かった。今度、お店に行
ったら、僕のお気に入りの豆腐を見付けてみたい。 

【ＩＣＴ活用の工夫】 
・選択できる資料と思考ノート（クラゲチ
ャート）を配付し、一人一人が自分のペ
ースで選択し、思考できるようにする。 

【ＩＣＴ活用の工夫】 
・仲間の意見を参考に思考できるよう
に、共同閲覧機能を使用する。 


